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要 旨 がん（呼吸器）グループは，国際病院機構（NHO）研究ネットワーク基盤において，
現在49施設，93名のメンバーが臨床研究活動を行っている．2012年によりNHO九州

がんセンター呼吸器腫瘍科が「がん（呼吸器）グループ」のグループリーダー施設となり，研究
の取りまとめを担ってきた．がん（呼吸器）グループの主な活動内容としては， 1 ）NHOネッ
トワークにおける研究課題の遂行， 2 ）年 2 回のグループ会議におけるネットワークグループ課
題の検討， 3 ）インターグループ研究への参加，などがある．2013年以降に採択されネットワー
ク共同研究の中から，計 4 本の英文論文を公表しており，これらの研究はすべて高齢者肺癌を対
象にした前向き試験の結果であった．コロナ禍の直近 3 年間の課題応募数は減少しており，その
原因を探るため，グループメンバーを対象としたアンケート調査を行った．その結果，新規臨床
研究を立案・遂行するための支援体制の強化が，今後の研究課題数増加に必要であることが示唆
された．
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は じ め に

　肺癌はいまだに難治性がんの 1 つであり，本邦に
おけるがん死亡のトップを約30年にわたり継続して
いる 1 ）．肺癌医療をさらに向上させるためには，多
施設共同の臨床研究が不可欠であることはいうまで
もない．「がん（呼吸器）グループ」は，国立病院
機構 （NHO） 研究ネットワーク基盤において，活発
な臨床研究活動を行ってきた．現在までのグループ

の活動を紹介するとともに，メンバーへのアンケー
トを通して現在の問題点をピックアップした．

がん（呼吸器）グループの構成

　2012年よりNHO九州がんセンター呼吸器腫瘍科
が「がん（呼吸器）グループ」のグループリーダー
施設となり，研究の取りまとめを担ってきた．2022
年までの10年間で，がん（呼吸器）グループは肺癌
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